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選択科目    

令和５年度技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

 

技術部門                  部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号 Ⅰ－ １ 

（ １ ） 雇 用 形 態 や 勤 務 状 態 の 多 様 化 が 進 む 中 で 技 術 力

の 維 持 ・ 継 承 し て い く た め の 観 点 と 課 題  

 雇 用 形 態 や 勤 務 状 態 の 多 様 化 が 進 む 中 で 技 術 力 の 維

持 ・ 継 承 し て い く た め の 観 点 と 課 題 を 挙 げ る と 次 の よ

う に な る 。  

職 員 数 減 少 の 観 点 — — — 課 題 ① 業 務 の 見 直 し  

          ⎿ 課 題 ② 情 報 技 術 の 活 用  

業 務 形 態 の 変 化 の 観 点 — 課 題 ③ 委 託 化 ・ 広 域 化  

課 題 ① 業 務 の 見 直 し の 内 容  

 衛 生 管 理 部 門 に 従 事 す る 職 員 数 は 1 9 8 0 年 頃 か ら 減

少 し て お り 現 在 も 減 少 し て い る 。 そ の よ う な 中 で 、 技

術 力 の 維 持 ・ 継 承 す る た め に は 、 本 当 に 必 要 な 業 務

（ コ ア 業 務 ） 以 外 の 業 務 を 整 理 す る 必 要 が あ る 。 そ の

た め 業 務 の 見 直 し が 課 題 と な る 。  

課 題 ② 情 報 技 術 の 活 用  

 近 年 、 目 覚 ま し く 発 達 し て い る 情 報 技 術 を 活 用 し 、

職 員 数 の 減 少 を 補 う こ と が 課 題 と な る 。 例 と し て 、

I o T 技 術 を 用 い た 設 備 の 管 理 や 、 ド ロ ー ン で 撮 影 し た

画 像 の 修 理 対 象 の 要 否 を A I に よ る 判 断 で 行 う こ と が

挙 げ ら れ る 。  

課 題 ③ 委 託 化 ・ 広 域 化  

 水 道 業 界 に お い て は 、 職 員 数 減 少 の 問 題 の 他 に 、 収

入 減 と い う 問 題 が あ る 。 こ れ は 、 人 口 減 少 や 、 家 電 の

節 水 機 能 の 向 上 に よ る 。 事 業 の 継 続 が 厳 し い 場 合 は 、

委 託 化 ・ 広 域 化 を 行 う こ と に よ り 、 技 術 力 の 維 持 ・ 継
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

承 が 可 能 と な る 。 委 託 化 と は 、 民 間 の 経 営 ノ ウ ハ ウ を

活 か し て 財 政 的 な 問 題 を 解 決 す る こ と で あ る 。 広 域 化

で は 、 大 き い 事 業 体 と 共 同 事 業 化 す る こ と で 技 術 力 の

維 持 ・ 継 承 が 可 能 と な る 。  

（ ２ ） 最 も 重 要 と 官 掛 け る 課 題 と 解 決 策  

最 も 重 要 と 官 掛 け る 課 題 は 、 課 題 ① 業 務 の 見 直 し で

あ る 。 理 由 は 、 上 下 水 道 事 業 に お い て 需 要 者 の 関 心 が

高 い の は 水 道 水 の 水 質 で あ り 、 業 務 を 見 直 す こ と で 直

営 を 維 持 す る こ と が 好 ま し い と 考 え る か ら で あ る 。  

課 題 に 対 す る 解 決 策 を 以 下 に 示 す 。  

解 決 策 ① 分 析 体 制 の 見 直 し  

 水 道 水 の 水 質 管 理 に お い て 、 測 定 項 目 ・ 回 数 、 分 析

方 法 の 見 直 し を 行 う 。 水 質 基 準 項 目 に つ い て は 、 検 出

頻 度 （ 年 に 何 回 な ど ） 、 検 出 値 （ 基 準 値 の 1 0 分 の １

な ど ） に よ っ て 測 定 回 数 を 減 ず る こ と が で き る 。 ま た 、

水 質 管 理 目 標 設 定 項 目 の 農 薬 類 の 測 定 項 目 は 地 域 の 実

情 の よ っ て 事 業 者 が 選 定 す る こ と と さ れ て い る 。 水 道

水 質 検 査 計 画 策 定 時 に 、 本 当 に 必 要 な 項 目 を 測 定 す る

よ う 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

解 決 策 ② 分 析 体 制 の 見 直 し  

 水 質 の 分 析 は 公 定 法 に よ り 行 う が 、 項 目 に よ っ て は

複 数 の 方 法 が 定 め ら れ て い る 。 分 析 機 器 と 測 定 項 目 の

バ ラ ン ス を 考 え 、 効 率 的 な 分 析 を す る よ う に す る 。  

 一 部 の 項 目 に つ い て 委 託 化 す る こ と も 検 討 す る 。 例

え ば 、 放 射 性 物 質 や 、 ク リ プ ト ス ポ リ ジ ウ ム 等 の 検 査
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

を 委 託 化 す る こ と が 考 え ら れ る 。   

解 決 策 ③ 水 安 全 計 画  

 水 安 全 計 画 は 、 危 害 と 重 要 管 理 点 に よ り 水 道 水 の 安

全 を 確 保 す る と い う も の で あ る 。 水 道 水 に 対 す る 危 害

が 発 生 し た と き に 、 そ の 都 度 対 応 す る の は 非 効 率 で あ

る た め 、 水 安 全 計 画 を 策 定 ・ 実 行 す る こ と で 業 務 を 効

率 化 す る 。 水 安 全 計 画 は 、 マ ニ ュ ア ル の 作 成 が 要 求 さ

れ る 。 マ ニ ュ ア ル の 整 備 は 技 術 力 の 維 持 ・ 継 承 に 有 効

で あ る 。  

（ ３ ） す べ て の 解 決 策 を 実 行 し て も 生 じ る リ ス ク と そ

れ へ の 対 策  

 水 質 基 準 項 目 等 は 逐 次 追 加 ま た は 削 除 さ れ 、 ま た 公

定 法 に つ い て も 改 定 が あ る た め 、 法 令 改 正 に 対 応 し な

い 場 合 、 解 決 策 ① 分 析 体 制 の 見 直 し 及 び 解 決 策 ② 分 析

体 制 の 見 直 し  

に お い て 業 務 が 非 効 率 化 す る と い う リ ス ク が あ る 。  

 解 決 策 ③ 水 安 全 計 画 に つ い て も 、 法 令 改 正 に 対 応 し

な い と 非 有 効 化 す る リ ス ク が あ る 。  

（ ４ ） 業 務 を 遂 行 す る に 当 た り 技 術 者 と し て の 倫 理 ・

社 会 の 持 続 可 能 性 の 観 点 か ら 必 要 と な る 要 件 ・ 留 意 点  

 業 務 の 見 直 し 自 体 が 目 的 で な く 、 技 術 力 の 維 持 ・ 継

承 に よ り 水 道 水 質 の 安 全 性 を 確 保 す る こ と が 重 要 で あ

る こ と を 意 識 す る こ と が 、 公 衆 の 安 全 、 技 術 者 と し て

の 倫 理 ・ 社 会 の 持 続 可 能 性 の 観 点 か ら 必 要 と な る 要

件 ・ 留 意 点 と な る 。  
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選択科目   廃棄物・資源循環 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   衛生工学部門 

専門とする事項  廃棄物・資源循環に係る中間処理 

 
○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ―１ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 
 

※ 

１ ． 技 術 力 の 維 持 ・ 継 承 に お け る 課 題  

 昨 今 の 社 会 背 景 、 廃 棄 物 処 理 業 務 の 事 業 形 態 、 廃 棄

物 そ の も の の 特 性 か ら 、 そ れ ぞ れ 課 題 を 挙 げ る 。  

（ １ ） 次 期 技 術 者 の 確 保  

 近 年 の 少 子 高 齢 化 に よ り 、 生 産 年 齢 人 口 が 減 少 し て

い く 中 で 、 衛 生 工 学 分 野 に お い て も 継 承 す べ き 技 術 者

が 減 少 し て お り 、 如 何 に 次 世 代 の 技 術 者 を 確 保 し て い

く か が 課 題 と な っ て い る 。  

（ ２ ） 安 定 的 な 雇 用 の 確 保  

 廃 棄 物 処 理 の 責 務 を 担 う 地 方 自 治 体 が 廃 棄 物 処 理 に

係 る 運 転 管 理 業 務 を 委 託 す る 場 合 、 単 年 度 で の 業 務 委

託 が 基 本 と な る 。 こ の た め 、 長 期 的 な 技 術 力 の 蓄 積 や

継 承 が 困 難 と な る た め 、 如 何 に 長 期 的 な 雇 用 の 確 保 に

よ り 技 術 力 を 蓄 積 ・ 継 承 す る か が 課 題 と な る 。  

（ ３ ） 継 承 す べ き 技 術 の 統 一 化  

 廃 棄 物 の 特 性 上 、 そ の 発 生 量 や ご み 質 が 地 域 毎 に 異

な り 、 廃 棄 物 に 起 因 す る 不 具 合 等 の 事 象 が 独 自 の も の

と な り 、 必 要 な 技 術 力 も 固 有 の も の と な り 易 い 。 こ の

た め 、 如 何 に 必 要 と な る 技 術 力 を 均 一 に す る か が 課 題

と な る 。  

２ ． 最 重 要 課 題 と 解 決 策  

（ １ ） 最 重 要 課 題  

 社 会 問 題 で も あ る 少 子 高 齢 化 へ の 対 応 が 急 務 と な る

た め 、 「 次 期 技 術 者 の 確 保 」 を 最 重 要 課 題 と す る 。  

（ ２ ） 解 決 策  
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技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 
 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

① 廃 棄 物 処 理 の 広 域 化 ・ 集 約 化  

 廃 棄 物 処 理 施 設 の 広 域 化 ・ 集 約 化 に よ り 、 廃 棄 物 処

理 に 必 要 と な る 技 術 者 の 集 約 化 が 可 能 と な る 。 ま た 、

広 域 化 ・ 集 約 化 に よ る 施 設 規 模 の 増 大 化 に よ り 、 エ ネ

ル ギ ー 回 収 効 率 の 向 上 に よ る 低 炭 素 化 社 会 へ の 寄 与 も

期 待 で き る 。  

② A I ・ I o T 技 術 の 導 入  

 廃 棄 物 処 理 施 設 の 自 動 運 転 に 資 す る 技 術 と し て 、 A I

ク レ ー ン 、 A C C の 更 な る 発 展 、 遠 隔 監 視 ・ 操 業 の 実 施

が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の 自 動 運 転 技 術 の 導 入 に よ り 、

廃 棄 物 処 理 の 運 転 管 理 の 省 力 化 が 可 能 と な る 。  

③ 新 た な 価 値 の 創 出 に よ る 雇 用 拡 大  

 廃 棄 物 処 理 施 設 へ の A I ・ I o T 、 C C U S 等 の 最 新 技 術 の

導 入 、 ご み 発 電 ・ 活 用 等 に よ る 地 域 循 環 共 生 圏 の 構 築

に よ り 、 廃 棄 物 処 理 事 業 へ の 新 た な 価 値 を 創 出 す る こ

と が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 廃 棄 物 処 理 事 業 の 魅 力

向 上 に よ る 雇 用 拡 大 が 可 能 と な る 。  

３ ． 新 た な リ ス ク と 対 応 策  

（ １ ） 事 業 費 増 大  

 広 域 化 ・ 集 約 化 に 伴 う １ 施 設 当 た り の 施 設 規 模 の 増

加 、 A I ・ I o T 技 術 の 導 入 に よ り 、 事 業 費 は 増 加 す る 。

こ の 事 業 費 増 大 に 対 す る 対 応 と し て 、 広 域 処 理 に よ る

事 業 費 用 の 分 担 、 P F I ・ P P P 等 の 民 間 活 力 の 導 入 に よ

る 事 業 費 の 縮 減 の 他 、 循 環 型 社 会 形 成 推 進 交 付 金 を 活

用 し た 一 般 財 源 の 縮 減 等 、 財 源 計 画 上 の 工 夫 に よ り 対

- 7 -



技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 
 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

応 が 可 能 と な る 。  

（ ２ ） 不 具 合 対 応 の 高 度 化  

 広 域 化 ・ 集 約 化 に 伴 う １ 施 設 当 た り の 施 設 規 模 の 増

加 、 A I ・ I o T 技 術 の 導 入 に よ り 、 運 転 ・ 維 持 管 理 が 高

度 化 し 、 不 具 合 発 生 等 の リ ス ク が 増 加 す る こ と が 懸 念

さ れ る 。 こ の 対 応 と し て 、 自 治 体 間 の 事 故 対 応 等 の 情

報 共 有 の 促 進 、 民 間 技 術 の 導 入 に よ り 、 安 定 稼 働 が 可

能 と な る 。  

４ ． 技 術 者 倫 理 と 社 会 の 持 続 可 能 性  

（ １ ） 技 術 者 倫 理  

 安 全 ・ 安 心 ・ 安 定 し た ご み 処 理 と い う 公 益 確 保 が 最

優 先 で あ る こ と を 認 識 し た 上 で 、 特 に 広 域 処 理 に 伴 う

合 意 形 成 が 重 要 と な る 。 廃 棄 物 処 理 に 伴 う 雇 用 や

A I ・ I o T 等 の 新 技 術 の 導 入 等 、 合 意 形 成 を 図 る 上 で 丁

寧 に 説 明 が 必 要 と な る 。  

（ ２ ） 持 続 可 能 性  

 脱 炭 素 社 会 の 実 現 に 向 け た 創 エ ネ ・ 省 エ ネ ・ 再 エ ネ

の 取 組 み を 進 め る こ と で 、 持 続 可 能 な 社 会 と し て 地 域

循 環 共 生 圏 の 構 築 を 目 指 す こ と が 重 要 と な る 。  

以 上  
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問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～11-1 水質管理～ 

- 12 -



- 13 -



選択科目    

令和５年度技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

技術部門                  部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－ １  

 給 水 管 に 鉛 管 が 使 わ れ て い る 場 合 、 水 が 滞 留 す る と

鉛 が 溶 出 す る 。 鉛 の 溶 出 は 鉛 管 の 延 長 が 長 い ほ ど 顕 著

に な る 。 水 質 管 理 上 の 課 題 は 、 「 鉛 管 内 で 水 が 滞 留 す

る と 、 水 質 基 準 項 目 で あ る 鉛 及 び そ の 化 合 物 が 検 出 さ

れ る 」 こ と で あ る 。  

 解 決 方 法 は 、 滞 留 し た 水 を 排 水 す る こ と で 鉛 の 影 響

が な く な る こ と か ら 、 利 用 者 に 、 「 朝 一 番 に 水 を 使 う

場 合 は 飲 用 せ ず に 、 ト イ レ を １ 回 流 す か 、 ト イ レ １ 回

分 の 水 を 飲 用 以 外 の 用 途 に 使 う 」 こ と を お 願 い す る こ

と で あ る 。 た だ し 、 居 住 部 屋 を オ フ ィ ス に 変 え た 場 合

な ど 、 水 を 使 用 す る 量 が 極 端 に 減 っ た 場 合 や 、 鉛 管 の

延 長 が 長 い 場 合 は 、 水 が 入 れ 替 わ る ま で 排 水 す る 必 要

が あ る た め 注 意 が 必 要 で あ る 。  

 浄 水 処 理 に よ る 解 決 策 も 考 え ら れ る 。 具 体 的 に は 、

ラ ン ゲ リ ア 指 数 や p H 値 の 管 理 が 挙 げ ら れ る 。 ラ ン ゲ

リ ア 指 数 は 値 が 低 い ほ ど 溶 出 し や す い 。 p H 値 は 、 値

が 高 く て も 低 く て も 溶 出 し や す く な る が 、 通 常 は 高 い

と き の 溶 出 が 問 題 に な る 。 し か し な が ら 、 鉛 及 び そ の

化 合 物 は 、 流 水 の 状 態 で 使 う と 鉛 管 を 使 っ て い た と し

て も 検 出 さ れ な い た め 、 利 用 者 に 鉛 管 の 容 積 分 の 滞 留

し た 水 を 捨 て た う え で 流 水 の 状 態 で 使 っ て も ら う こ と

が 簡 単 で 現 実 的 あ る 。  

 抜 本 的 な 解 決 方 法 と し て 鉛 管 の 布 設 替 え が 挙 げ ら れ

る 。 鉛 管 の 布 設 替 え は 、 付 近 で 配 水 管 の 更 新 が 行 わ れ

る 場 合 に 、 同 時 に 行 う と 効 率 的 で あ る 。  
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●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字
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選択科目    

令和５年度技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。なお，英字・数字は1マスに２文字を目安とする。 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

技術部門                  部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－１   

（ １ ） 調 査 ・ 検 討 す べ き 事 項 と そ の 内 容  

調 査 す べ き 事 項 と そ の 内 容  

  ろ 過 水 濁 度 上 昇 の 状 況 （ 上 昇 す る 時 間 帯 、 頻 度 、 季

節 、 上 昇 の 仕 方 （ パ タ ー ン ） ）  

  ろ 過 処 理 前 後 の 濁 度 の 差 （ ろ 過 未 処 理 水 の 濁 度 と ろ

過 水 濁 度 に 相 関 が あ る か 調 べ る ）  

  濁 度 以 外 の 項 目 （ 濁 度 と 連 動 す る 項 目 が あ る か ど う

か 調 べ る ）  

検 討 す べ き 事 項 と そ の 内 容  

  浄 水 処 理 の 強 化 （ p H 値 、 ア ル カ リ 度 が 凝 集 剤 の 適

正 範 囲 で あ る こ と の 徹 底 ）  

  ク リ プ ト ス ポ リ ジ ウ ム 等 対 策 指 針 の 確 認 （ ろ 過 水 濁

度 が 0 . 1 度 を 超 え る と 対 応 を す る 必 要 が あ る ）  

（ ２ ） 業 務 を 進 め る 手 順 と 、 留 意 す べ き 点 、 工 夫 を 要

す る 点  

 ろ 過 水 濁 度 が 上 昇 す る 原 因 と し て 、 次 の ３ つ が 考 え

ら れ る 。  

 ① 凝 集 不 良  

 ② 洗 浄 （ 逆 洗 頻 度 ） が 適 切 で な い  

 ③ 生 物 漏 出  

 ① → ② → ③ の 順 に 従 っ て 調 査 ・ 対 応 す る 。 留 意 す べ

き 点 、 工 夫 を 要 す る 点 を 以 下 に 述 べ る 。  

① 凝 集 不 良 に つ い て  

 凝 集 剤 に は 、 適 切 な p H 値 と ア ル カ リ 度 の 範 囲 が あ

る の で 、 確 認 す る 。  
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平成２８年度 技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

 留 意 す る 点 は 、 夏 は 水 の 粘 度 の 関 係 で 、 凝 集 不 良 が

起 き た と き ろ 過 水 濁 度 が 上 昇 し や す い 点 で あ る 。 工 夫

を 要 す る 点 は 、 障 害 生 物 に よ り 凝 集 不 良 が 起 き る こ と

が あ る の で 、 夏 季 は 特 に 検 鏡 を す る こ と で あ る 。 前 塩

処 理 を 行 う と 障 害 生 物 が 原 因 で 凝 集 不 良 が 起 き る こ と

が あ る 。  

② 洗 浄 （ 逆 洗 ） 頻 度 の 検 討  

 洗 浄 （ 逆 洗 ） の タ イ ミ ン グ と 、 ろ 過 水 濁 度 上 昇 の タ

イ ミ ン グ に 相 関 が あ れ ば 、 洗 浄 方 法 が 原 因 で ろ 過 水 濁

度 の 上 昇 が 起 き て い る 可 能 性 が あ る 。  

 留 意 す る 点 は 損 失 水 頭 の 上 昇 で あ る 。 工 夫 す る 点 は 、

障 害 生 物 に よ り ろ 過 閉 塞 が 起 き る こ と が あ る の で 検 鏡

に よ り 確 か め る こ と で あ る 。  

③ 生 物 漏 出  

 障 害 生 物 が ろ 過 地 を 抜 け る こ と に よ り 、 ろ 過 水 濁 度

が 上 昇 す る こ と が あ る 。 留 意 す る 点 は 、 運 動 性 が あ る

障 害 生 物 は 漏 出 し や す い と い う 点 で あ る 。 工 夫 を 要 す

る 点 は 、 覆 蓋 で 改 善 し な い か 確 か め る 点 で あ る 。  

（ ３ ） 業 務 を 効 率 的 、 効 果 的 に 進 め る た め の 関 係 者 と

の 調 整 方 策  

 同 じ 水 源 を も つ 浄 水 場 が あ る 場 合 、 同 様 の 事 例 が 発

生 し て い る こ と が あ る 。 業 務 を 効 率 的 、 効 果 的 に 進 め

る た め の 関 係 者 と の 調 整 方 策 と し て 、 連 絡 体 制 、 情 報

共 有 体 制 を 整 え て お く こ と が 挙 げ ら れ る 。  
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問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～11-2 廃棄物・資源循環～ 
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選択科目   廃棄物・資源循環 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   衛生工学部門 

専門とする事項  廃棄物・資源循環に係る中間処理 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ―２ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 
 

※ 

１ ． 施 設 集 約 化 に お け る 課 題  

 廃 棄 物 ・ 資 源 循 環 の 技 術 者 の 観 点 か ら 、 非 常 時 対 応 、

合 意 形 成 、 基 本 条 件 ・ 仕 様 の 検 討 の 観 点 か ら 、 そ れ ぞ

れ 課 題 を 挙 げ る 。  

（ １ ） 施 設 の 強 靭 化 の 実 現  

 近 年 、 地 球 温 暖 化 等 に 伴 い 、 大 規 模 な 自 然 災 害 が 頻

発 し て い る 。 災 害 等 の 非 常 時 に お い て も 、 廃 棄 物 処 理

施 設 の 早 期 復 旧 に よ る ご み 処 理 継 続 が 重 要 と な る 。 ま

た 、 施 設 の 集 約 化 に 伴 う 施 設 数 の 減 少 に よ り 、 非 常 時

の バ ッ ク ア ッ プ 施 設 が 無 く な り 、 ご み 処 理 継 続 に 支 障

を き た す 懸 念 が あ る 。 こ れ ら を 踏 ま え 、 如 何 に 施 設 の

強 靭 化 を 実 現 し て 、 非 常 時 の ご み 処 理 を 継 続 し て い く

か が 課 題 と な る 。  

（ ２ ） 集 約 施 設 の 立 地 選 定  

 施 設 の 集 約 化 を 検 討 す る 際 、 広 域 化 の 場 合 は 複 数 の

自 治 体 か ら 施 設 の 設 置 場 所 を 選 定 す る 必 要 が あ る 。 廃

棄 物 処 理 施 設 は 迷 惑 施 設 と 捉 え ら れ る こ と が 多 い だ け

で な く 、 ご み 収 集 車 両 の 増 加 に よ る 周 辺 環 境 へ の 影 響

も 懸 念 さ れ る 。 こ れ ら よ り 、 立 地 選 定 に お い て は 不 公

平 感 が 生 じ 易 く 、 合 意 形 成 が 困 難 と な り 易 い 傾 向 が あ

る 。 こ れ ら を 踏 ま え 、 如 何 に 集 約 施 設 の 立 地 選 定 を 行

う か が 課 題 と な る 。  

（ ３ ） 施 設 整 備 の 条 件 ・ 仕 様 の 検 討  

 広 域 処 理 を 検 討 す る 場 合 、 自 治 体 毎 に 分 別 区 分 が 異

な る 可 能 性 が 高 い だ け で な く 、 ご み 質 も 異 な る 。 ま た 、
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技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 
 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

将 来 人 口 の 増 減 傾 向 も 異 な り 、 ご み 量 予 測 ・ 施 設 規 模

設 定 が 困 難 と な る 。 安 定 処 理 が 可 能 な 施 設 設 計 の た め 、

計 画 対 象 ご み 、 ご み 質 、 施 設 規 模 等 の 最 適 な 設 計 諸 条

件 の 設 定 を 如 何 に 行 う か が 課 題 と な る 。  

２ ． 最 重 要 課 題 と 解 決 策  

（ １ ） 最 重 要 課 題  

 昨 今 の 災 害 発 生 状 況 を 鑑 み 、 「 施 設 の 強 靭 化 の 実

現 」 を 最 重 要 課 題 と し て 設 定 す る 。  

（ ２ ） 解 決 策  

① 施 設 の 耐 震 化 ・ 耐 水 性 ・ 耐 浪 性 の 向 上  

 エ ネ ル ギ ー 回 収 型 廃 棄 物 処 理 施 設 整 備 マ ニ ュ ア ル へ

の 適 合 を 計 画 す る 。 耐 震 性 に 関 し て は 、 重 要 度 係 数

1 . 2 5 を 採 用 し た 耐 震 設 計 を 行 う 。 耐 水 性 に 関 し て は 、

ハ ザ ー ド マ ッ プ 等 を 基 に し た 造 成 盛 土 高 の 設 定 、 電 気

室 等 を ２ 階 以 上 に 設 置 す る 等 の 配 置 検 討 を 行 う 。 耐 浪

性 に 関 し て は 、 ご み 受 入 が 継 続 可 能 と な る よ う に プ ラ

ッ ト ホ ー ム 出 入 口 に 防 潮 壁 を 設 置 す る 。  

② ユ ー テ ィ リ テ ィ の 確 保  

 非 常 時 に お い て も ご み 処 理 を 継 続 す る た め に は 、 電

気 ・ 用 水 ・ 燃 料 等 の ユ ー テ ィ リ テ ィ が 必 要 と な る 。 非

常 時 で 外 部 か ら 補 給 が 困 難 と な る 可 能 性 に 備 え 、 施 設

内 で の 保 管 等 を 計 画 す る 。 具 体 的 に は 、 外 部 か ら の ユ

ー テ ィ リ テ ィ 補 給 が 可 能 と な る ま で の 間 に ご み 処 理 が

継 続 可 能 と な る 非 常 用 発 電 機 容 量 の 設 定 、 災 害 用 井 戸

の 設 置 の 検 討 、 雨 水 貯 留 ・ 利 用 の 検 討 、 都 市 ガ ス の 中
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技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 
 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

圧 化 、 油 貯 留 容 量 の 検 討 、 薬 剤 貯 留 容 量 の 検 討 を 行 う 。  

③ 事 業 継 続 計 画 （ B C P ） の 作 成  

 災 害 等 が 発 生 し た 場 合 に 、 ご み 処 理 事 業 が 継 続 可 能

と な る よ う に 、 事 前 に Ｂ Ｃ Ｐ を 策 定 し て お く こ と が 効

果 的 で あ る 。 Ｂ Ｃ Ｐ 策 定 に お い て は 、 自 治 体 で 策 定 す

る Ｂ Ｃ Ｐ も 考 慮 し て 、 ユ ー テ ィ リ テ ィ の 補 給 再 開 が い

つ 頃 に な る か 、 被 災 後 の 設 備 ・ 機 器 の 損 傷 等 を ど の よ

う に 確 認 し 復 旧 す る か 、 運 転 体 制 を ど の よ う に 構 築 す

る か 等 を 定 め 、 実 効 性 の 高 い 計 画 と す る こ と が 重 要 と

な る 。  

３ ． 新 た な リ ス ク と 対 応 策  

（ １ ） 事 業 費 増 大  

 施 設 の 強 靭 化 設 計 に 伴 い 、 事 業 費 は 増 加 す る 。 上 位

の 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 等 も 踏 ま え 、 過 度 な 設 備 設 計 と

な っ て い か の 精 査 を 行 っ た 上 で 、 広 域 処 理 に よ る 事 業

費 用 の 分 担 ・ ス ケ ー ル メ リ ッ ト を 活 か し た 費 用 削 減 、

P F I ・ P P P 等 の 民 間 活 力 の 導 入 に よ る 事 業 費 の 縮 減 の

他 、 循 環 型 社 会 形 成 推 進 交 付 金 を 活 用 し た 一 般 財 源 の

縮 減 等 、 財 源 計 画 上 の 工 夫 に よ り 対 応 が 可 能 と な る 。  

（ ２ ） 適 切 な 運 転 管 理 員 の 確 保  

 施 設 の 強 靭 化 に 伴 い 、 運 転 ・ 維 持 管 理 が 高 度 化 す る 。

民 間 の 技 術 力 や 資 格 者 を 活 用 し た P P P 手 法 、 自 治 体 に

よ る 先 進 施 設 の 視 察 ・ 勉 強 会 の 実 施 、 資 格 取 得 助 成 制

度 の 導 入 、 ウ ェ ビ ナ ー ・ 講 習 会 に よ る 技 術 研 鑽 等 に よ

り 、 運 転 ・ 維 持 管 理 へ の 対 応 が 可 能 と な る 。 以 上  
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